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我々は 2014 年から 6 年間に渡り科学技術振興機構（JST）の日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエ

ンスプログラム、以下 SSP）を継続的に実施し、100名以上のアジア学生の短期的な招聘を行ってきた。具体的には、中

国・浙江大学から、ベトナム・ハノイ工科大学とフィリピン・ミンダナオ州立大学、インドネシア・インドネシアイス

ラム大学から学生を招聘した。そして、SSP 活動を基盤に、国際共同研究のためのチーム編成を行い、JST戦略的国際共

同研究プログラム・e-ASIA 共同研究プログラム（eASIA）の採択を得た。2020 年度から「東南アジア特有な生体分子と

ナノカーボン材料の融合による革新的ナノバイオデバイスの創製」研究プロジェクトを開始している。 

我々の研究室での SSP 活動は、我々の専門である「ナノバイオ」をキーワードとして、接点はあるが専門分野の異な

る４か国の学生を招き、日本も含め５か国での異分野交流を行ってきた点に特徴がある。中国は化学生物工学、フィリ

ピンは物理学、ベトナムは微細加工学、インドネシアは環境科学が専門である。いずれの学生も「ナノバイオ」に興味

はあるが、それぞれ専門は異なる。さらに SSP 実施後も、それぞれの相手先と継続的な共同研究を行い、共著論文の投

稿、学会発表を行った。また、所属大学の独自制度である「SSPに採択された事業の双方向交流派遣」を活用して日本側

の学生も現地訪問を行った。UNESCO の統計調査によるとアジア諸国の研究費は日本と比べて著しく少ないが、現地での

共同実験を通じて、交流先の研究室の設備は日本側の研究テーマを推進する上でじゅうぶんな研究環境であり、共同研

究者の学生も英語が堪能であることを理解した。 

以上のように SSP 活動は互いの研究活動の交流に適しているものの、同じ学生が再訪することはないため長期的な研

究につなげるためには工夫が必要である。そこで、実践に加えて文献調査も行って研究テーマを絞り込み、より大掛か

りな国際共同研究プロジェクトの構築を模索した。SSP 活動の交流国にはアジア特有の資源が豊富にあるが、それら資

源を用いたナノカーボン分野の研究論文は Web of Scienceの調査によると非常に少ないため、“東南アジア特有な生体

分子とナノカーボン材料の融合”という着想を得た。JST の eASIA は日本含めアジア 3 か国以上を１チームとして共同

研究を行う制度である。我々はフィリピン、ベトナム、インドネシアで共同研究チームとして採択された。今回参加す

る eASIA プロジェクトは、SPP の実践を基盤として、本格的な国際共同研究プロジェクトにつなげた一事例である。具

体的な研究成果はこれからではあるが、今後の国際共同研究プロジェクト開発のモデルケースとして報告したい。 
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